
令和６年度全国高等学校総合体育大会 

佐賀県飲料水衛生対策実施要領 
 

 

１ 目 的 

この実施要領は、「令和６年度全国高等学校総合体育大会佐賀県環境・食品衛生対

策要項」に基づき、令和６年度全国高等学校総合体育大会佐賀県実行委員会（以下「県

委員会」という。）及び佐賀県が実施する飲料水衛生対策に関して必要な事項を定め

るものとする。 

 

２ 基本方針 

（１）県委員会は、令和６年度全国高等学校総合体育大会（以下「大会」という。）に

おける飲料水衛生の確保に向けて、佐賀県健康福祉部生活衛生課（以下「県生活衛

生課」という。）、保健福祉事務所及び市水道担当課（以下「市担当課」という。）

に対し、選手、監督、大会役員、競技役員、運営役員、補助員、視察員及び報道関係

者等（以下「大会参加者」という。）並びに一般観覧者が利用する宿泊施設、競技・

練習会場の飲料水衛生対策の実施を依頼する。 

（２）県生活衛生課、保健福祉事務所及び市担当課は、県委員会の依頼に基づき、飲料

水衛生対策を推進する。 

 

３ 実施方法 

  各保健福祉事務所及び市担当課は、県委員会と連携し、県生活衛生課及び関係団体

の協力を得て、大会参加者が利用する宿泊施設及び競技・練習会場の飲料水の衛生が

確保されるように、次により監視・指導を実施する。 

（１）対象施設 

大会参加者が利用する施設等に給水する次の水道施設等とする。 

 

（２）対象施設等の把握方法等 

   県生活衛生課、各保健福祉事務所及び市担当課は、以下のア～エにより県

委員会から提出される「飲料水衛生対策対象施設一覧表（様式第１号）」（以

水 道 施 設 等 実 施 主 体 

ア 上水道、簡易水道 各保健福祉事務所 

イ 専用水道 

（町分）各保健福祉事務所 

（市分）市担当課 

ウ 簡易専用水道 

エ 小規模水道、小規模貯水槽水道、飲用井戸 

 

オ 臨時給水設備（大会会場内に臨時的に設置する給

水車及び給水タンク等の飲料水供給設備等） 



 
 

下「一覧表」という。）等により、対象水道施設等を把握する。 

  ア 営業宿泊施設 

    県委員会は、営業宿泊施設のリストを令和 5 年（2023 年）11 月 30 日

までに管轄の保健福祉事務所及び市担当課に提出する。 

  イ 競技・練習会場 

    県委員会は、一覧表を令和 5 年（2023 年）11 月 30 日までに管轄の保

健福祉事務所及び市担当課に提出する。 

   （それ以降に追加・変更した場合には、速やかに追加・変更内容を提出す

る。） 

  ウ 臨時給水設備 

    県委員会は、一覧表を大会開催のおおむね６ヶ月前までに、管轄の保健

福祉事務所及び市担当課に提出する。 

（それ以降に追加・変更した場合には，速やかに追加・変更内容を提出す

る。） 

（３）監視・指導の実施 

   各保健福祉事務所及び市担当課は、県委員会と連携し、県生活衛生課の協

力を得て次表を目標に監視・指導を実施する。 

   なお、令和５年４月から令和６年６月末までの期間において、ＳＡＧＡ 

２０２４飲料水衛生対策実施要領に基づき対象施設への指導を行い、改善を

確認している場合には、改めて立入することを要しない。 

 

対 象 施 設 

   目 標 立 入 等 回 数    

   大 会 前  大会期間中 

ア 上水道、簡易水道          

    １～２回 

         

 

       

必要に応じて 

 

 

イ 専用水道 

ウ 簡易専用水道 

エ 小規模水道、小規模貯水槽水道、

飲用井戸 

オ 臨時給水設備          必要に応じて           

ア 上水道・簡易水道 

    各保健福祉事務所は、水道事業者に対し、水道法に基づき、定期的な水

質検査の実施、塩素設備の点検、塩素消毒等の日常点検等の徹底及び健康

診断（検便）の実施状況確認を中心に給水の安全等に関する指導を行う。 

    監視・指導の結果、設備等に不備が認められた場合には、水道法等の関

係法令に基づき、必要な措置を講ずる。  

  イ 専用水道 

    各保健福祉事務所又は市担当課は、設置者又は管理者に対し、水道法に

基づき、定期的な水質検査の実施、塩素設備の点検、塩素消毒等の日常点

検等の徹底及び健康診断（検便）の実施状況確認を中心に給水の安全等に



 
 

関する指導を行う。  

    監視・指導の結果、設備等に不備が認められた場合には、水道法等の関

係法令に基づき、必要な措置を講ずる。 

  ウ 簡易専用水道 

    各保健福祉事務所又は市担当課は、設置者又は管理者に対し、水道法等

に基づき日常点検等の徹底を指導する。 

    監視・指導の結果、設備等に不備が認められた場合には、水道法等の関

係法令に基づき、必要な措置を講ずる。 

  エ 小規模水道、小規模貯水槽水道、飲用井戸 

    各保健福祉事務所又は市担当課は、設置者又は管理者に対し、小規模水

道については、佐賀県小規模水道条例（市においては各市条例）に、小規

模貯水槽水道及び飲用井戸については、飲用井戸等衛生管理要領などに

基づき定期的に点検が実施された井戸の使用等について指導する。 

    なお、水質検査の実施及び水質基準への適合が確認されていない施設

については、県委員会等と協力し、当該施設の管理者又は設置者に対し、

水質検査の実施、基準不適合の原因の究明及び改善を指導する。 

  オ 臨時給水設備 

    各保健福祉事務所又は市担当課は、必要に応じて設置者である県委員

会に対し、水質検査の実施、基準不適合の原因の究明及び改善を指導する。 

    なお、設置に関して、県委員会は、必要に応じて各保健福祉事務所又は

市担当課と事前に協議を行う。 

 

４ 実施報告 

（１）各保健福祉事務所は、この実施要領に基づく飲料水の監視・指導（ＳＡＧ

Ａ２０２４飲料水衛生対策実施要領に基づく監視指導施設と重複する対象

施設も含む。）の実施結果について、2023 年度（令和５年度）は年度末まで

に、2024 年度（当年度）は開会する２週間前までに「水道施設等の監視・

指導実施結果報告書（様式第２号）」により県生活衛生課へ報告する。 

   ただし、2023 年度（令和５年度）の報告はＳＡＧＡ２０２４飲料水衛生

対策実施要領に定める「水道施設等の監視・指導実施結果報告書（様式第２

号）」にて代用することができる。 

 また、大会開催前までに飲料水の衛生確保が困難であると判断された施設

等について、概要を県生活衛生課に報告する。 

（２）各保健福祉事務所より報告を受けた県生活衛生課は、監視・指導の実施結

果を 2023 年度（令和５年度）は年度終了後速やかに、2024 年度（当年度）

は開会する１週間前までに県委員会に情報提供する。    

（３）市担当課は、この実施要領に基づく飲料水の監視・指導（ＳＡＧＡ２０２

４飲料水衛生対策実施要領に基づく監視指導施設と重複する対象施設も含



 
 

む。）の実施結果について、2023 年度（令和５年度）は年度末までに、2024

年度（当年度）は開会する２週間前までに「水道施設等の監視・指導実施結

果報告書（様式第３号）」により県委員会に報告を行い、県委員会は県生活

衛生課に情報提供する。 

   ただし、2023 年度（令和５年度）の報告はＳＡＧＡ２０２４飲料水衛生

対策実施要領に定める「水道施設等の監視・指導実施結果報告書（様式第３

号）」にて代用することができる。 

 

５ 事故発生時の給水体制 

  県委員会は、選手等が利用する施設の設置者及び水道事業者等と連携して、

断減水時の事故に対応するための給水体制を確立する。 

 

６ その他 

  この実施要領に定めるもののほか、必要な事項は県委員会と県生活衛生課

が協議の上、別に定めるものとする。 


